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1. 緒 言
ク ワ 芽枯病薗は Fussrium 薗によ っ て お

こ る ク ワ の重要な病曹の 一 つ で あ る が、
防除が非常に 図 鑑で あ る こ と で も 知 ら れ
て い る。 本病を措抗微生物に よ って防除
す る こ と を 目 的 と し て、 各地土寝か ら 措
抗菌を検察 した。

本研究では採取 した措抗菌の う ち か ら 、
措抗力 の強 い も の を遇披 し て、 抗菌ス ベ
ク トル、 抗菌活性の検討を 行 っ た。

2. 実 験 方 法
1. 措抗菌の検索

土寝中 よ り Herr の三重培地法を改変 し
た方法によ り 措抗菌 を検索 し た。
2. 抗菌スペク ト ルの検察

強い措抗力 を 示 し た薗椋を 選抜 し 、 他
の植物病原 菌 に 対す る 措抗作用 の有無 を
対時培養に よ っ て検討 した。
3. 抗菌活性の検討

掻 と う 培養お よ び静置培養 を行い、 ペ
ーパーディ ス ク を用いて、 その培養ろ漉に
ついて抗菌活性を検討 した。

3. 結 果 と 考 察
1. 措抗菌の検察

各地よ り 118 の土壇サ ンプルを採集 し、
He町 の三重培地法を 改変 し た方法に よ り
措抗菌 を検察 した。 その結果、 ク ワ 芽桔
病菌 Fuslllプum lateritium { sp. mori な ど
の植物病原糸状薗 5 菌株に対す る 4825 薗
椋の措抗菌が採取 さ れた。 その う ち、 阻
止円の直径が 15mm 以上の も の は 339 薗
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株、 で あ っ た。 採取 した措抗菌の中で、 f
lateritium { sp. mori Iこ対 し て 40mm の阻
止 円 を 形成 し た 39IAO 株 を 選撮 し た 。
39IA∞ 掠は S的p加myæs sp. と 同定 さ
れた。
2. 抗菌スペク ト ルの検討

ク ワ 芽枯病菌 F. lateritium f. sp. moriの
措抗菌 と して土壇よ り 分離 し た 39IAOC 株
の他の植物病 原 薗 に 対す る 抗菌 ス ペ ク ト
ルを対時培聾によ っ て検討 した。 39L必C
株は供賦 し た 1 0 菌株のすべて に 対 し 阻
止帯を形成 し、 8 菌株に対 し lOmm を越
え る阻止帯を 形成 し た。 こ の こ と か ら 、
39LωC 株は広い抗薗スペク ト ルを持ち、
かつ強い措抗菌で あ る こ と が判 明 し た 。
ま た ク ワ 芽枯病薗 で あ る F. latezぜ'tium { 
sp. mori 、 F. solani { sp. moriの両薗株
に対 し で も 強い措抗力 を示 し、 ク ワ 芽枯病
薗の生育を抑制する と考え られる。
3. 抗菌活性の検討

39IAOC 株のク ワ 芽桔病薗 F. lateritium 
{ sp. mori l二対する抗菌活性について検討
を行っ た結果、 70rpm で援と う 培養 した
場合 と 静置培養を行っ た場合に 72 時間培
養 後 か ら 高 い 抗 菌 活 性 が 認 め ら れ た 。
17仕pm で振と う 培養 した場合は、 120 時
間培養後か ら 抗菌活性が包め ら れ た が、
他の 2 つの培養条件な場合 と 比べて弱いも
のだ っ た。 培養ろ 液 を オ ー ト ク レー ブ処
理す る と 抗菌活性が著 し く 低下 し た。 こ
の こ と か ら、 39IAOC 椋の生産す る抗菌物
質 は撚処理に よ っ て 活性 を 失 う 物質 で あ
る可能性が考え られる。


